
「変わらない神の言葉にゆだねて」
名古屋学院　名古屋中学高等学校　宗教部長 大 薮 博 康

　CBC ラジオ「キリストへの時間」が７０年もの間、
放送されてきたことを感謝します。多くの教会やキ
リスト教学校そしてアメリカの長老派教会の祈りと
献金によって、放送が続けられてきました。これは
神様の業であったと私は信じております。神様が多
くの人々を用いて、ラジオ伝道の業を続けさせてく
ださったと確信しております。
　私が仕えております、名古屋学院　名古屋中学校・
高等学校は１３５年の歴史を数えています。その歴
史もまた、神様がいつも共にいて、それぞれの時代
の人々を用いて、歩みを続けることができたのです。
この学校は、名古屋にフレデリック・チャールズ・
クライン博士がやってきたことから始まります。名
古屋の中心である栄に、この学校の前身となる名古
屋英和学校がつくられました。校舎を建てるために、
クライン博士はアメリカに戻り、教会の人々に呼び
掛けて献金を集め、立派な洋風建築の校舎が立てら
れました。クライン博士がこの学校の基礎、土台を
作ってくれました。そして現在に続く「敬神愛人」
というスクールモットーが定められました。クライ
ン博士が帰国したのち、この学校にはユリシーズ・
モルフィー宣教師がやってきました。モルフィー宣
教師は大須にあった遊郭で働く女性たちの苦しい状
況を知り、彼女たちのために戦います。その働きは
全国の廃娼運動へとつながっていきました。やがて
学校は長久寺町（現在の東区白壁）に移転しました。
現在の金城学院中学校のある場所です。移転した学
校に大きな出来事がありました。有名な内村鑑三が、
ほんのわずかな期間でしたが、教鞭をとられました。
内村の影響は大きく、多くの生徒が集まりました。
内村の寄贈してくれた本が中心となって図書館が整
備されたと伝えられています。その後、この学校は
苦難の時代を過ごします。戦争が続いたからです。
キリスト教学校に対する国からの圧力は強くなりま
す。学校の中でキリスト教の礼拝や聖書の授業を行っ
てはいけないという命令がくだります。その苦難の

時代に学校を守り導いたのが、木村克己校長でした。
校長として「敬神愛人」の教えを生徒たちに語り続
けました。学校の中では礼拝が行えなかったので、
校舎の外に礼拝所をつくり、そこで聖書の学びと礼
拝が続けられました。世界中を巻き込んだ戦争の果
てに、大空襲によって名古屋城が焼けおち、名古屋
学院の校舎もなくなってしまいました。
　戦後、名古屋学院は再びアメリカの教会や学院関
係者、同窓生などの献金によって復興していきます。
しばらくして、学校は大幸町（現在の東区砂田橋）
に移転しました。そこに新しい校舎とチャペルが立
てられました。クライン・メモリアル・チャペルと
名付けられたチャペルは学校の復興と共に、町の復
興のシンボルとして高くそびえ立ちました。今から
７０年前に建てられたチャペルが、現在でも学校の
シンボルとして用いられています。
やがて、この地から名古屋学院大学が誕生し、瀬戸
の広大な土地で発展し、現在は更に白鳥キャンパス、
日比野キャンパスで多くの学生が学び、豊かな実を
結んでいます。
　名古屋学院の歴史をたどると、はじまりから苦難
があり、戦争中の苦しみをへて、現在があることを
思います。どのような苦難があっても、スクールモッ
トーの「敬神愛人」を大切にして教育活動が続けら
れました。礼拝を行い、聖書のみ言葉が語り続けら
れました。
　名古屋学院はクライン博士を通して、神様が立て
てくださった学校です。神様の言葉を大切にした多
くの人々によって守られてきた学校です。これから
も神様の言葉に身をゆだねて、歩みが進められるこ
とでしょう。

「草は枯れ、花はしぼむが　わたしたちの神の言葉は
とこしえに立つ。」
　　　　　　　　　　　　　（イザヤ書４０章８節）
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ＣＢＣラジオ　キリストへの時間　「７０周年記念放送」
2022 年 10 月 2日　70周年記念放送　日本キリスト改革派教会担当分より
対　談　　長谷川潤（日本キリスト改革派教会　四日市教会牧師）　
　　　　　相馬伸郎（日本キリスト改革派教会　名古屋岩の上教会牧師）

箴言　第１６章９節

「人間の心は自分の道を計画する。主が一歩一歩を備えてくださる。」

相　馬　相馬です。おはようございます。

長谷川　長谷川です。おはようございます。

相　馬　さて、早速ですが　協力委員の長谷川先生がキリスト者になられたきっかけは、なんとラジオ放送を

聴いたことから始まると伺っています。

長谷川　はい、「ルーテル・アワー」です。当時は千葉県に住んでおりまして、「キリストへの時間」でなくて

申し訳ありません。私は、中高生の頃、何故なのかは憶えておりませんが、イエス・キリストに憧れを抱いて

おりました。しかし、家の宗教の関係で、教会を訪ねることは出来ませんでした。そんな私は、大学受験で無

理したのが原因で体を壊してしまいました。桜満開の 4 月、キャンパスライフへの期待に胸を膨らませており

ますと、突然、ドクターから入院を宣告されました。あの時ほど、目の前が真っ暗になったことはありません。

人生がかなりぐらつきました。それで、入院中、私の心は、人生の確かな土台を求めて、いろんな宗教に向か

いました。80 年代、テレビ・ラジオで、いろんな宗教番組がありましたね。そんな中、病床の枕元にあるラ

ジオから、早朝に聴こえて来る聖書のメッセージが私の心を捕らえたのです。その番組の一つが「ルーテル・

アワー・心に光を」だったわけです。その後、聖書通信講座を受講する中で、主イエス・キリストへの信仰の

知識を整えられて、近くの教会をご紹介いただき、洗礼を受け、それから 40 年近く経って、今ここで証しを

させていただいている私がおります。聖書の御言葉にこうあります。『人間の心は自分の道を計画する。主が

一歩一歩を備えてくださる』。主イエス・キリストは、あらゆる事を罪からの救いに役立てて下さる神です。

主イエスは、最もふさわしい時に、病を通して、そして何よりも、ラジオから聴こえて来る聖書のメッセージ

を通して、「私に依りすがりなさい」と、生き悩んでいる私を招いて下さいました。いろんな宗教番組を視聴

していたのに、人生の確かな土台となるのは、聖書に証言されている主イエス・キリスト、この御方以外にない！

と確信出来たのは、聖霊なる神の不思議なお働きとしか言いようがありません。それ以来、伝道者とされた今

日に至るまで、主イエスは、私の一歩一歩を確かに備えて下さっておられます。

相　馬　委員となって足掛け２０年、このようなお話を伺いますと本当に嬉しくなります。しかもその長谷川

先生が今では、ラジオ伝道を直接支える伝道者とされました。厳粛な思いがいたします。それにしても、もし、
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ご依頼人欄に、おところ・おなまえをご記入ください。（承認番号　大第61858号）

払　 込　 取　 扱　 票

0 0 0 01 7 0 4 4

07 0 4 4

8 8 00 0 18 8

キリストへの時間

キリストへの時間

大阪



「キリストへの時間」放送予定　2023 年 1月～ 6月
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1 月

2月

3月

4月

5月

6月

1 日
8日
15日
22 日

5日
12日
19 日
26 日

7日
14日
21 日
28 日

4日
11日
18 日
25 日

5日
12日
19 日
28 日

29 日

2日
9日
16日
23日
30 日

林 　 恵 子
林 　 恵 子
漆 崎 英 之
高 藤 広 子
高 藤 広 子

（日本キリスト改革派金沢教会信徒）
（日本キリスト改革派金沢教会信徒）
（日本キリスト改革派金沢教会牧師）
（日本キリスト改革派金沢教会信徒）
（日本キリスト改革派金沢教会信徒）

八 束 　 清
八 束 　 清
稲 田 勝 之
稲 田 勝 之
狩野進之佑

（日本基督教団御器所教会牧師）
（日本基督教団御器所教会牧師）
（日本基督教団中京教会牧師）

（日本基督教団中京教会牧師）
（日本基督教団愛知守山教会牧師）

堂 所 大 嗣
堂 所 大 嗣
山 口 　 弘
山 口 　 弘

（日本キリスト改革派恵那教会牧師）
（日本キリスト改革派恵那教会牧師）
（日本キリスト改革派名古屋教会牧師）
（日本キリスト改革派名古屋教会牧師）

相 馬 伸 郎
相 馬 伸 郎
長 谷 川 潤
長 谷 川 潤

（日本キリスト改革派名古屋岩の上教会牧師）
（日本キリスト改革派名古屋岩の上教会牧師）
（日本キリスト改革派四日市教会牧師）
（日本キリスト改革派四日市教会牧師）

吉 松 　 純
吉 松 　 純
松 谷 曄 介
松 谷 曄 介

（金城学院大学宗教主事）
（金城学院大学宗教主事）
（金城学院大学宗教主事）
（金城学院大学宗教主事）

北川美奈子
北川美奈子
沖 崎 　 学
沖 崎 　 学

（金城学院中学校宗教主事）
（金城学院中学校宗教主事）
（金城学院高等学校宗教主事）
（金城学院高等学校宗教主事）

印
（2022.1）

（ご注意）
・この用紙は、機械で処理しますの
で、口座記号番号および金額を記
入する際は、枠内にはっきりとご
記入ください。
　また、用紙を汚したり、折り曲げ
たりしないでください。
・この用紙は、ゆうちょ銀行または
郵便局の払込機能付きＡＴＭでも
ご利用いただけます。
・払込みの際、法令等に基づき、依
頼人様（および代理人様）の運転
免許証等、顔写真付きの公的証明
書類のご提示をお願いする場合が
あります。
・現金（証券等を含む）での払込み
の場合、現金利用に伴う払込料金
をご依頼人にご負担いただきます。
・この用紙の通信欄・ご依頼人に記
載されたおところ・おなまえ等は、
加入者様に通知されます。
・この受領証は、払込みの証拠とな
るものです。大切に保管してくだ
さい。
　なお、備考欄に「口座払」の印字
をしたものは、通常貯金口座から
指定口座への払込みが行われたも
のです。
・この用紙をゆうちょ銀行または郵
便局にお預けになるときは、引換
えに「預り証」を、必ずお受け取
りください。

収入印紙
課税相当額以上
貼 付
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